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前
号
１
面

あ
る
万
引
き
老
人
の
叫
び

に
対
し
て
大
き
な
反
響
が
あ
り

多
数
の
投
稿
が
あ
り
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
れ
ら
の
意
見
の
中
か
ら
代
表

的
な
も
の
を
掲
載
し
ま
す
。

◇

万
引
き
老
人
の
叫
び
か
ら

社
会
の
こ
と
を
考
え
よ
う

（
池
島
・
勝
部
泰
臣

歳
）

五
千
円
札
と
千
円
札
の
見
間

違
い
に

馬
鹿
に
し
や
が
っ

て
！

。
こ
ん
な
経
験
は
よ
く

あ
り
ま
す
。
私
な
ら
そ
ん
な
店

に
は
二
度
と
行
き
ま
せ
ん
が
、

対
応
の
仕
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で

し
ょ
う
。

万
引
き
老
人

の

行
動
は
悪
い
が
、
気
持
ち
は
分

か
り
ま
す
。

物
は
豊
か
な
の

に
人
の
心
は
貧
し
く
な
っ
て
い

る

と
の
指
摘
、
そ
の
通
り
で

す
。
戦
前
・
戦
中
は
不
自
由
で

貧
し
く
と
も
助
け
合
い
や
情
が

あ
り
ま
し
た
。
今
は
自
分
の
こ

と
で
精
一
杯
。
も
は
や
年
寄
り

は
鬱う

っ

陶と
う

し
い
だ
け
の
存
在
な
の

で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ
う
で
は

な
い
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、

孫
や
孫
の
友
だ
ち
に
昔
話
を
し

た
り
礼
儀
作
法
を
説
い
て
や
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
老
人
な
ら

で
は
の
役
割
を
発
揮
す
る
こ
と

は
、ま
だ
可
能
だ
と
思
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
あ
の
手
紙

を
き
っ
か
け
と
し
て
、
皆
で
社

会
の
こ
と
を
考
え
よ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
そ
れ
と
万
引
き

老
人
さ
ん
に
も
う
一
言
。
携
帯

電
話
か
け
な
が
ら
自
転
車
に
幼

児
を
乗
せ
て
走
っ
て
い
る
バ
カ

女
が
い
ま
す
。
認
知
症
の
奥
さ

ん
が
お
ら
れ
る
介
護
施
設
へ
の

自
転
車
で
の
往い

き
帰
り
、
暮く

れ

々ぐ
れ

も
注
意
し
て
下
さ
い
よ
。

万
引
き
老
人
の
叫
び

な
ぜ
あ
ん
な
愚
行
を

（
夕
凪
・

代
女
性
）

あ
る
万
引
き
老
人
の
叫
び

（
前
号
１
面
）
を
読
み
終
え
、

不
快
と
も
憤い

き

りど
お

と
も
、
何
と
も

す
っ
き
り
し
な
い
後
味
の
悪
さ

を
感
じ
ま
し
た
。
動
機
に
同
情

す
る
点
が
あ
る
に
せ
よ
、
だ
か

ら
と
い
っ
て
犯
罪
に
及
ん
で
し

ま
う
の
は
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
事
で
す
。
犯
罪
を
正
当
化
す

る
よ
う
な
勘
違
い
を
与
え
兼
ね

ず
、
秩
序
の
乱
れ
に
つ
な
が
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
も
っ
と
言
え
ば
、
犯
罪
・

犯
行
を
利
用
し
て
社
会
に
訴
え

る
よ
う
な
や
り
方
は
、

社
会

が
悪
い

と
世
の
中
の
せ
い
に

し
た
通
り
魔
的
犯
行
や
テ
ロ
の

よ
う
に
思
え
て
き
ま
す
。
一い

っ

石せ
き

を
投
じ
た
か
の
よ
う
に
見
え
て

も
、
警
官
が
動
く
こ
と
で
国
民

の
税
金
が
使
わ
れ
、
お
店
の
人

が
関
わ
る
こ
と
で
負
担
が
増
え

た
り
残
業
代
が
発
生
し
た
り
、

ま
た
家
族
も
巻
き
添
え
に
な
っ

た
り

と
あ
ら
ゆ
る
面
に
被
害

（
よ
け
い
な
手
間
）が
及
び
、
た

か
が
万
引
き
、さ
れ
ど
万
引
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か

も
、偶
発
的
衝
動
的
に
で
は
な

く
、故
意
に
、計
画
的
に
と
な
る

と
、
情
状し

酌ゃ
く

量り
ょ

のう

余
地
な
ど
な

く
、
む
し
ろ
悪
質
的
な
も
の
さ

え
感
じ
ま
す
（
言
い
過
ぎ
て
た

ら
す
い
ま
せ
ん
）
。
色
ん
な
事

が
あ
っ
て
も
平
凡
に
暮
ら
す
人

か
ら
見
れ
ば
、

そ
ん
な
大
胆

な
行
動
が
と
れ
る
な
ら
、
他
に

正
攻
法
が
な
か
っ
た
の
か

と

思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
長
年
苦
労
し
て
生
き
て

こ
ら
れ
た
の
に
、
人
生
終
盤
に

ど
う
し
て
あ
ん
な
愚
行
を
犯
し

た
の
か
、残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

万
引
き
老
人
の
叫
び

虚
し
さ
よ
く
分
か
る

（
区
内
・

歳
女
性
）

あ
る
万
引
き
老
人
の
叫
び

（
前
号
１
面
）
を
読
ん
で
。
こ

の
老
人
の
寂
し
さ
、
虚む

な

し
さ
が

痛
い
ほ
ど
分
か
り
ま
す
。
時
代

と
共
に
社
会
は
発
展
し
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
良
い
こ
と
で

も
あ
る
反
面
、
人
と
し
て
変
わ

っ
て
は
い
け
な
い
も
の
ま
で
が

知
ら
ず
知
ら
ず
に
曲
げ
ら
れ
、

情
も
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
よ

う
に
思
い
ま
す
。
私
に
は
大
正

九
年
生
ま
れ
の
父
が
遠
い
九
州

に
い
ま
す
。私
は
都
会
に
憧あ

こ

れが

、

大
阪
へ
就
職
し
て
き
ま
し
た

が
、
歳と

し

を
と
る
に
つ
れ
て
つ
く

づ
く
、
今
の
自
分
が
あ
る
の
は

自
分
が
育
っ
た
田
舎
の
環
境
や

読者の皆さんの投稿を歓迎します。内容は自由ですが、掲載・

不掲載の決定や文章上の調整は本紙で行ないます。匿名でもかま

いませんが、内容確認などのため、必ず本紙と連絡がとれるよう

お願いします。手紙かハガキかファクスで送って下さい。

家
族
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
今
、
特
に
都
会
で

は
、
親
か
ら
子
、
子
か
ら
孫
へ

と
生
活
が
引
き
継
が
れ
、
年
老

い
た
親
を
見
送
り
、
ま
た
自
分

も
見
送
ら
れ

と
い
う
当
た
り

前
の
家
族
関
係
が
音
を
立
て
て

崩
れ
て
い
ま
す
。
子
は
自
立
し

て
も
自
分
が
生
き
て
い
く
だ
け

で
精
一
杯
。
老
い
て
い
く
親
を

充
分
に
看み

る
こ
と
な
ど
望
め
な

い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。
核

家
族
化
や
少
子
化
が
進
み
、
一

番
身
近
な
縦
の
繋つ

な

が
り
で
あ
る

親
子
関
係
さ
え
お
ぼ
つ
か
な
い

も
の
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

そ
ん
な
殺
伐
と
し
た
空
気
の
中

で
、
ぶ
つ
け
る
と
こ
ろ
の
な
い

憤
り

い
き
ど
お

を
あ
ん
な
行
動
に
し
た
老

人
が
可
哀
想
に
な
り
、
思
い
の

一
端
を
書
い
て
み
ま
し
た
。

読
者
の
作
品
か
ら
辻
悦
子
さ
ん

（
市
岡
元
町
３
）
の
絵
手
紙

敬
老
の
日

敬
老
の
日

の
九
月
二
十

日
を
中
心
に
区
内
で
敬
老
の
催

し
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
港
区

全
体
で
一
万
二
三
一
三
人
（
七

十
歳
以
上
、
昨
年
よ
り
二
九
八

人
増

港
区
社
会
福
祉
協
議
会

調
べ
）
が
長
寿
を
祝
福
さ
れ
、

長
年
の
社
会
貢
献
に
敬
意
を
表

さ
れ
ま
し
た
。

●
弁
天
は
１
３
６
２
人

昨
年
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
で
敬
老
行
事
が
行
な

わ
れ
た
の
は
五
校
下
だ
け
で
し

た
が
、
今
年
は
全
校
下
で
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
弁
天
小

で
行
な
わ
れ
た
弁
天
地
区
敬
老

大
会
に
は
約
五
百
人
が
参
加
。

第
一
部
で
は
山
本
一か

ず

行ゆ
き

弁
天
地

区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
が
、

同
地
区
の
七
十
歳
以
上
が
今
年

は
一
三
六
二
人
で
あ
っ
た
こ
と

を
報
告
。来
賓
の
田
端
区
長（
代

読
）
、
井
上
市
議
、
弁
天
小
錢ぜ

に

本も
と

校
長
ら
が
祝
辞
を
贈
り
ま
し

た
。
金
婚
夫
婦
二
十
一
組
、
喜

寿
七
十
八
人
、
八
十
五
歳
以
上

四
十
三
人
に
記
念
品
が
贈
呈
さ

れ
、
弁
天
千
寿
ク
ラ
ブ
砂
田
会

長
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
が
読
み

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第
二
部
で
は
地
域
の
人
々
の

心
尽
く
し
の
出
し
物
が
次
々
と

登
場
。
南
京
玉す

簾だ
れ

な
ど
の
隠
し

芸
に
拍
手
と
笑
い
が
絶
え
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
弁
天
女
性
会

や
弁
天
町
会
連
合
会
女
性
部
や

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
の
女
性
た

ち
が
受
付
や
世
話
に
動
く
姿
が

温
か
く
、
舞
台
裏
で
音
響
な
ど

に
汗
を
流
す
青
少
年
指
導
員
の

姿
か
ら
は
、
若
い
世
代
の
高
齢

者
へ
の
敬
意
がう

窺か
が

え
ま
し
た
。

●
心
配
な
日
本
の
政
治

参
加
者
の
一
人
で
喜
寿
の
祝

い
を
代
表
で
受
け
た
二ふ

た

見み

陽
太

郎
さ
ん
は
徳
島
県
小
松
島
に
生

ま
れ
、
五
年
生
の
時
に
空
襲
を

経
験
、
戦
後
は
夜
間
高
校
に
学

び
、
二
十
二
歳
で
大
阪
へ
出
、

二
十
八
歳
で
運
送
会
社
を
た
ち

上
げ
ま
し
た
。

六
十
七
歳
で

引
退
し
ま
し
た
が
、
今
で
も
何

か
で
き
る
仕
事
は
な
い
か
と
探

し
て
い
ま
す
。
九
年
前
か
ら
は

地
域
の
お
役
に
立
て
た
ら
と
町

会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。
一
日
一
時
間
は
プ
ー
ル

で
泳
ぐ
な
ど
健
康
維
持
に
努
め

て
い
ま
す
。
気
に
な
る
の
は
日

本
の
政
治
。
ト
ッ
プ
が
コ
ロ
コ

ロ
変
わ
り
、
外
国
か
ら
信
用
さ

れ
な
く
な
る
の
で
は
と
心
配
で

す

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

地
域
挙
げ
て
の
も
て
な
し
が
温
か
か
っ
た

弁
天
敬
老
大
会

（
写
真
上
か
ら
、
挨
拶
す
る
山

本
一
行
・
弁
天
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
、
喜
寿
の
お
祝
い
の
贈
呈
、
隠
し
芸
の
皿
回
し
）

■
あ
ゆ
み
福
祉
バ
ザ
ー

十
一

月
三
日
（
水
・
祝
）
十

十
五

時
（
雨
天
な
ら
七
日
）
、
あ
ゆ

み
作
業
所
（
築
港
三

一
〇

一
八
、天
保
山
公
園
南
向
か
い
）

で
。
物
品
提
供
な
ど
の
支
援
歓

迎
。
主
催
の

法
人
大
阪

港
あ
ゆ
み
福
祉
会
は
、
同
作
業

所
を
拠
点
に
、
障
害
の
あ
る
人

た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
施
設
と
し
て

活
動
。

六
五
七
二

〇
七
一
四
。

■
臨
床
道
化
師
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
１
０

こ
ど
も
理
解
の
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス

す
べ
て
の

こ
ど
も
に
こ
ど
も
時
間
を

と

小
児
病
棟
を
定
期
訪
問
す
る
臨

床
道
化
師
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン

の
活
動
が
日
本
で
始
ま
り
五
周

年
。
記
念
事
業
が
十
月
十
七
日

（
日
）
に
開
催
。
午
前
は
特
別

講
演

小
児
医
療
の
光
と
影

小
児
が
ん
と
向
き
合
っ
た
四
十

年
。午
後
は

講
演

す
べ
て

の
こ
ど
も
に
こ
ど
も
時
間
を
！

ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
の
軌
跡

事
例
報
告

成
長
と
発
達
を
支

え
る
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン
の
援
助

実
践
。会
場
は

（
築
港
二

八

二
四
）六
階

大
会
議
室
。参
加
費
二
千
円（
学

生
千
五
百
円
）。
定
員
百
五
十

名
。問
合
申
込
は
主
催
の

法
人
日
本
ク
リ
ニ
ク
ラ
ウ
ン

協
会
事
務
局
（
築
港
二

八

二
四

四
階
、

六
五
七
五

五
五
九
二
）
へ
。

■
港
合
同

交
流
秋
ま
つ
り

労
働
者
と
地
域
住
民
が
集

う
。
三
十
二
回
目
。
歌
や
踊
り
、

争
議
支
援
バ
ザ
ー
や
格
安
屋
台

な
ど
。
十
月
二
十
四
日
（
日
）

十

十
五
時
頃
、田
中
機
械（
南

市
岡
三

六

二
六
）構
内
で
。

入
場
無
料
。
主
催
は
金
属
機
械

労
組
港
合
同
と
同
も
ち
つ
き
実

行
委
。共
催
は

み
な
と
。

六
五
八
三

四
八
五
八
。

■
港
の
つ
ど
い

広
げ
よ
う

仲
間
の
輪
！
子
ど
も
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
る
学
校
を
！
守
ろ
う
憲

法
九
条
と
平
和
を
！

と
港
・

大
正
・
西
区
の
幼
小
中
教
職
員

や
地
域
の
人
々
が
交
流
し
、
教

育
や
平
和
を
考
え
る
。
四
十
一

回
目
。
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
西
沢
和
弥
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

や
バ
ザ
ー
。
十
月
十
五
日
（
金
）

十
八
時
か
ら
港
区
民
セ
ン
タ
ー

で
。
入
場
無
料
。
主
催
は
大
阪

市
学
校
園
教
職
員
組
合
港
支

部
。
六
五
八
一

四
五
四
四
。

■
健
康
ま
つ
り

十
月
三
十
一

日
（
日
）
十
時

磯
路
中
央
公

園
で
。
区
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
二
十
四

回
目
。
舞
台
催
し
や
出
店
が
一

杯
。ア
ー
ム
レ
ス
リ
ン
グ
大
会
、

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
。

六
五
七
一

〇
六
〇
六
港
医
療

生
協
健
康
ま
つ
り
実
行
委
。

■
自
閉
症
児
を
応
援
す
る
気
エ

ネ
ル
ギ
ー
ワ
ー
ク

プ
ロ
の
気

エ
ネ
ル
ギ
ー
療
法
士
が

自
閉

症
児
の
体
や
心
が
少
し
で
も
楽

に
な
れ
ば

と
始
め
た
。

気

楽
な
参
加

を
呼
び
か
け
。
参

加
費
無
料
。
要
予
約
。
毎
月
第

二
・
第
四
土
曜
の
十
五

十
八

時
に
松
井
整
骨
院
内
で
。
弁
天

四

一
〇

二
六
、

六
五
七

二

一
一
六
五
。

■
タ
イ
の
エ
イ
ズ
の
子
供
た
ち

へ
の
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ

ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
教
室
（
ス
リ
ム
を
つ

く
る
歩
き
方
）

山
形
県
の

山
下
文
博
さ
ん
に
よ
る
タ
イ
の

エ
イ
ズ
の
子
供
た
ち
へ
の
癒い

や

し

施
術
を
支
援
し
、
日
本
気
道
術

学
会
が
主
催
。
九
月
は

腰
痛

解
消

を
テ
ー
マ
に
正
し
い
歩

き
方
を
学
ん
だ

写
真
。
第
二

十
八
回
は
十
月
二
十
七
日（
水
）

十
時
半

十
二
時
に
港
区
民
セ

ン
タ
ー
二
階

た

橘ち
ば
な

で
。
テ
ー

マ
は

ウ
エ
ス
ト
周
り
を
減
ら

す

。
紐ひ

も

付
き
ス
ニ
ー
カ
ー
持

参
。
支
援
金
一
口
五
百
円
。

〇
八
〇

一
四
〇
四

四
三
三

九

快か
い

生き

堂

堀
川
。

港 新 聞地域・催し・読者（ ） 第 号 平成 年（ 年） 月 日 金曜日地域・催し・読者


